
 

 

１ 保護者 

（１）項目１の「学校目標」については、概ね肯定的な意見が多かったです。昨

年度に引き続き、「わからない」と回答している方がいたので、今後も引

き続きＨＰや学校便り・学級便り等の他、ＰＴＡ活動や学期末保護者会な

どで積極的に伝えてまいります。 

（２）本校の課題の 1つとして、生徒個々の学習理解の状況の差が大きいこと 

が挙げられます。項目２～４の結果を見ても，学習面の課題が明確でした。 

ただ、項目４は、保護者から高評価を得ています。生徒がわかりやすい 

授業をめざして、これからも全教員がさらに授業改善を行い、生徒が意欲 

的に学習に取り組んでいけるよう精進してまいります。 

また、少しずつ家庭学習の習慣が身につくように、学校でも課題設定に 

工夫をしていきますが、ご家庭でも生徒への支援をお願いいたします。 

（３）項目６～１１については肯定的な回答が多かったです。生徒と先生との 

人間関係ができており、何でも話しやすい環境を保護者も感じていただ 

いているようです。いじめへの対応については、学校全体での取り組みを 

たくさんの人に周知してまいります。 

（４）項目７の健康面に配慮した生活については、朝食の摂取・ＳＮＳ等の使用 

等について、集会等を開催しました。今後も継続的に支援・指導してまい 

ります。 

（５）項目１２「学校の施設・設備」に関して、さらに整備を進めていけるよう 

印西市教育委員会とも連携をとりながら進めてまいります。 

（６）項目１３・１４「家庭・地域との連携」については、概ね肯定的な回答が 

多かったです。今後も、家庭や地域との連携を大切して、学校活動への 

ご理解ご協力を得られるようお願いいたします。また、スクリレ等の活用 

も検討してまいります。 

（７）項目１６について、今年度から通知表配付を前後期制にしたので、アン 

ケート実施時点で評価できないと回答した保護者が多くいました。質問 

項目を検討してまいります。 

（８）項目１７「子どもは学校に行くのを楽しみにしている」について、肯定的 

な意見の割合がさらに増すよう、学校行事やわかる授業の充実、生徒理解 

に努めた教育相談に力を入れてまいります。 

（９）学校に対するたくさんのご意見、ご感想等を文書でもいただき、ありがと 

うございました。その中ですぐに改善ができるものと学校内で検討が必 

要なものにわけて考え、組織的に取り組んでまいります。なお、「欠席連 

絡を formでできるとうれしいです」というご意見をいただきました。 

学校の現状として、遠くから通学している生徒が多数おり、登下校での安 

全確認のために欠席連絡は直接いただきたいと考えております。ご理解 

いただき、特別な配慮が必要な場合は、学級担任にご相談ください。 



 

 

２ 生徒 

（１）項目２の「学習への意欲」については、昨年度より肯定的な回答の割合が 

多くなりました。生徒の主体的な取組が増え、頑張っている姿が多く見ら 

れました。ただ、項目３の「授業はわかりやすいか」では、若干数字が 

下がっているので、項目４と併せてこれからも「わかりやすい授業」を 

意識して、授業実践に努めてまいります。 

（２）項目５・６に関しては，ほとんどの生徒が友達を大切にし，感謝の気持ち 

を持って生活しているという結果でした。学校ではこれからも道徳や学 

校行事を通して，学校目標である「豊かな心を持ち，一人一人が光りかが 

やく学校」に近づけてまいります。 

（３）項目７の健康面については、数字が下がる結果でした。朝食の摂取・Ｓ 

ＮＳの使用等について、これからも継続的に支援・指導していきます。 

（４）項目８の「先生方は頑張りを褒めてくれる」に関しては，肯定的な回答が 

多かったです。これからも、生徒と教員の信頼関係が更に良くなるように 

生徒理解に努めてまいります。 

（５）項目９、１０の「先生が話を聞いて対応している」については、数字が昨 

年度より下がりました。「いじめは許さない」という雰囲気を醸成しつつ、 

教育相談を生かして生徒の話を聞きながら、全職員で生徒の心に寄り 

添った支援に努めてまいります。 

（６）項目１１の「安全面への配慮」については，今年度は自転車通学も増え、 

自転車での事故も増えています。引き続き、生徒へ安全面での指導を行い、 

安全への意識の高揚に努めてまいります。 

（７）項目１４の「お便り」については、数値が下がりました。学校でも、文書 

を保護者に渡すよう指導してまいります。ご家庭でも一声かけていただ 

けるとありがたいです。 

（８）項目１６「学校に行くのが楽しい」の数値が下がりました。肯定的な意見 

が増加するよう、生徒の頑張りや努力を認め、学校生活での達成感や成就 

感が得られるよう学校行事・授業に取り組んでまいります。 

（９）生徒は学校生活を通して様々な学びや体験を得てきました。当初は慣れな 

いながらも、努力する姿を見せてくれるのはとてもうれしいものです。 

これからも、生徒一人一人が光かがやけるよう支援していく所存です。 


